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ようやく国としての有機農業技術開発研究が動き出

すことになりました。研究開始は本来ならば1970年代

であるべきだったと思います。ともあれ今回、遅い出

発が出来たのは推進法の制定によるものでした。しか

し、研究開発は法律が出来れば自動的に進むというも

のではありません。国の研究開発陣のなかにこの課題

に積極的に取り組む意思が確立されなければ期待の持

てる展開などあり得ません。過去の長い経過からすれ

ばそうした状態が作り出されるか否か、たいへん危ぶ

まれましたが、一応順調な滑り出しはできたように思

います。今後も順調に進むかどうかは判りませんが、

最近の経過とその意味について簡単に整理しておきた

いと思います。 

有機農業の技術研究についての国側との接触は2006

年4月の中川大臣と会見の後、中央農業総合研究セン

ター（中央農研）の幹部が中島のところにおいでに

なったところから始まりました。その後、日本有機農

業学会代表として中島と長谷川さんの二人が中央農研

の小川所長をお訪ねし、有機農業研究のあり方につい

て話し合いを始めよう、と言うことで合意が成立しま

した。しかし、具体的な取り組みは、推進法成立、基

本方針策定までは開始されませんでした。 

基本方針も審議会で了承された07年4月に有機農業技

術会議の西村代表らが中央農研を訪問し、小川所長の

後任の丸山所長および中央農研の幹部らと会見し、さ

らにそこでの合意を踏まえて、茨城県石岡市(旧八郷町)

での現地合同検討会が開催されました。また、農業・

食品産業技術総合研究機構の堀江理事長も全国有機農

業団体協議会代表である金子さんの霜里農場を訪問さ

れました。このあたりから、国としての有機農業技術

開発に関して急速に状況が拓かれていきました。以

来、まだ半年しか経っていませんが、国側との話し合

いと、それを踏まえての国側の認識変化は思いのほか

前向きに進んでいるように思います。 

これまでの国側技術陣の有機農業認識は、端的に言

えば有機農業否定であり、民間の特殊な取り組みとし
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第２回有機農業技術総合研究大会 

日時 2008年3月21日（金） 

場所 酪農学園大学 

参加費 3000円（賛助会員は1000円引） 

日程 

12:00～ 受付 

13:00～13:30 開会・来賓挨拶 

13:30～13:50 基調講演「有機農業の技術確立と有機農業技術会議の役割」 

14:00～16:15 シンポジウム「大規模有機農業実現の可能性を探る」 

16:30～18:45 分科会「稲作、畑作、畜産、堆肥・土づくり」 

中島 紀一（有機農業技術会議副代表・茨城大学農学部） 

今回は北海道での開催を意義づけるため、

有機農業が大面積でも可能なのかどうかを中

心課題として、より具体的な討議をします。

大面積で有機農業に挑んできた農家の努力を

もとに、様々な視点で「大規模有機農業の可

能性」を探っていきたいと願っています。 

シンポジウムでは、稲作、野菜作、ダイズ

作における大規模有機農業の成功事例および

北海道立農業試験場からの技術開発の報告を

受けて、今後の技術開発と規模を拡大するた

めの諸条件を議論し、大規模有機農業の可能

性を探ります。 

さらに、稲作、畑作、畜産、堆肥・土づく

りの4つの分科会に分かれて、座長等の話題

提供をもとに、参加者と意見交換をします。 

詳細につきましてはウェ

ブ サ イ ト www.ofrc.net

をご覧ください。 

同時開催 3月21日 酪農学園セミナー、農民管弦楽団演奏 

 3月22日 農を変えたい！全国集会in北海道 

国との会合 

推進法制定後の変化 



てその存在は認識するとしても、国として重要な位置

づけをして有機農業の技術開発を進めるという意思は

ないというものでした。06年5月の中央農研幹部の言い

方では、有機農業研究は従来の土壌肥料研究や総合防

除（IPM）研究の枠組で十分に包摂されている、いわゆ

る減減栽培の推進こそ正しい技術路線であり、有機農

業はその路線上の一つの特殊なあり方にすぎない、こ

れからもIPM研究等のなかに有機農業分野の課題をちゃ

んと包摂していくので、そういう線で了解して欲しい

というものでした。 

しかし、推進法が制定され基本方針が策定され、こ

うした国側の認識態度は大きく変わりました。まず有

機農業は民間の有志が熱心に進めてきた正しい農業の

取り組みであり、それに関して国は技術開発面でも支

援していくという基本線が農水省技術陣の最高幹部の

発言として明確にされました。法律制定後に国の幹部

がこの程度の発言をすることは法治国家としては当然

のことではありますが、上記の認識表明は当事者の気

持ちの上でも一応納得されたものになっているようで

す。もちろん認識の程度はまだ浅く、丌十分ではあり

ましょうが、気持ちの上でのこうした切り替えがかく

もスムーズに進むとは思いもよりませんでした。国の

技術陣は有機農業支援の立場に立つことが一応幹部の

認識として確立できたことは、第一の成果だと思いま

す。 

さらに有機農業技術については国側にはほとんど何

の蓄積もなく、有機農業の技術ポテンシャルはほぼ完

全に民間の農家や技術陣の側にあることを素直に認識

し、これまでの国側の農業技術論を有機農業には押し

付けないことも一応、幹部の認識としては明確にされ

ました。この認識を前提として、有機農業技術開発は

民間のイニシアティブを尊重し、民と官の協働で進め

るということも明確にされました。官主導、上から下

への技術普及を基本としてきた国側のこれまでの体質

化した対応から見れば驚くべき変化だと思います。 

この段階での国の技術陣の有機農業技術への常識的

認識はおおよそ次のようなものでした。 

有機農業は、無農薬・無化学肥料栽培で、なかには

有機質肥料をたれ流し的に使用するケースも尐なくな

く、病害虫多発、生育丌良等によって品質、収量に务

るという欠陥を持っている。有機農業技術開発にあ

たってはJAS基準準拠という制約があり、その発展可能

性は小さい。 

こうした有機農業技術認識に対して、有機農業技術

会議は、有機農業技術は単なる無農薬・無化学肥料栽

培でも、有機JAS規格をクリアした有機農産物生産技術

でもない。有機農業は自然の摂理に順応し、作物の生

命力を重視して健全な生育を確保し圃場や周辺地域で

の循環的な生態系形成によって安定した生産体制を築

いていこうとする農業あり方であり、それは固定した

モデルではなく、風土性、地域性、農場による個別性

を多く含んだ発展的な骨太な技術路線である。有機農

業は自然の恵みとしての健康で美味しい食べものを生

産する営みである。それは地域の自然と農業を切断

し、外部投入資材に依存し、商品としての農産物を生

産する近代農業の技術路線とは著しく異なっている。

等々のことを実例に則して実際的に、かつ理論的な体

系性も含めてできるだけ丁寧に説明してきました。こ

うした私たちの説明を聞くのは初めてのことだったよ

うです。そして、その内容は国側の技術陣幹部にとっ

て予想外のものであり、十分に納得したかどうかは別

として、有機農業には近代農業とは異なったそれなり

にまっとうな技術理論があり、それは荒唐無稽のもの

ではない、ということは理解してもらえたように思い

ます。 

有機農業技術についてのおおまかな理解の転換が図

られたため、有機農業技術開発は、無農薬・無化学肥

料栽培のための単なる個別ノウハウ開発ではなく、有

機農業技術論の科学的解明と検証、有機農業技術論を

踏まえた体系性、発展性のあるものとして取り組んで

いくべきだという認識が枠組みとして設定されるよう

になりました。 

具体的な技術開発計画に関しては、上述のような前

提認識の転換に対応して、研究推進は従来の要素還元

主義的な研究方法論では対応できない、現場でのてい

ねいな観察と総合性のある技術形成、農家の意思や直

感力、長期にわたる技術形成力への積極的評価等が必

要だという議論がされるようにもなっています。 

また、個別技術分野ごとの課題摘出にあたっても、

有機農業農家の農薬や化学肥料使用せず、土づくりに

取り組んできた圃場では、病虫害は多発せず、品質、

収量ともに高水準が実現されており、そうした実例を

モデル的に解析していく必要があることが、ほぼ必ず

指摘されるようになっています。 

実際の研究開発推進はこれからのことであり、ここ

で述べた前向きの変化も、まだ部分的で、丌安定であ

り、今後の展開はなお丌透明なものです。一部幹部の

部分的な認識変化にすぎないというのも事実です。取

り組みはまだ始まったばかりであり、状況は予断を許

すようなものではありません。しかし、動きは確かに

開始されており、そこでの最初の舵取りは、思いのほ

か適切なものとなりつつあることは、我らの取り組み

の成果として確認しておいて良いように思われます。 

（2007年9月20日記） 
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